
 

 Weekly Report 第 62回例会 2014年 10月 1日（水） 
 

名古屋アイリスロータリークラブ 
RID2760 THE ROTARY CLUB OB NAGOYA IRIS 

ロータリーに輝きを 

Light Up Rotary 
2014-15 年度国際ロータリー会長 ホァン黄其光 Gary C.K. Huang（台湾・台北ＲＣ） 

例会日：毎週水曜日 13:00～14:00 

例会場：ANA クラウンプラザ グランコートホテル名古屋 

創 立：2013 年 6 月 5 日 

会 長：荒山 久美 

  

 

■ 斉唱 

「君が代」「奉仕の理想」 

 

■ 司会 

安井嗣博 

 

■ 出席者報告 

会員数：33 名 

出席者：27 名 

出席率：81.81％ 

前々回（第 60 回）修正出席率は 93.93％（31/33） 

 

■ 本日のゲスト・ビジター紹介 

名古屋北 RC 浦野三男特別代表 

名古屋北 RC 水野吉紹名誉会員 

お試し参加 加藤晴美様 

 

■ ニコボックス報告 

浦野三男特別代表 

本日は秋らしきさわやかな日和となりました。 

本日から年末助け合いの赤い羽根共同募金が始まりまし

た。ロータリアンとして進んで協力しよう！！ 

 

水野吉紹名誉会員 

病院通いの為、途中で退席をさせて頂きますがお許し下

さい。 

 

荒山会長 

加藤晴美さま、お試し例会へようこそいらっしゃいまし

た。34 名中 12 名が女性会員です。是非入会を期待して

待っております。 

 

安井会長エレクト 

木曽の御嶽山が暴れております。 

今日も火山性微動が起きておるそうです。 

早く不明の方々が救助されるよう願っております。 

我が家の開田高原の小屋にも降灰が 5mm 程積もったそ

うです。木曽役場に陣中見舞いを出そうと思っておりま

す。 

八神会員 

加藤晴美さんが例会お試し出席です。 

皆様よろしくお願いします。 

 

伊藤善子会員 

入会以来初めて 4週連続で出席してしまいました。 

もうしばらくはないでしょう！！ 

奇跡を記念して初めてニコボックスに入れます。 

 

■ 会長挨拶 

さて、来る 11 月 1、2、3 日に第 2 回ワールドフード

＋ふれ愛フェスタ」が栄で開催されます。ご存じのよう

に、これはロータリークラブ 2760 地区によるチャリテ

ィーイベントとして行われるもので、「カンボジアの子ど

もたちに命の水を、笑顔の未来を」とポリオ（小児マヒ）

撲滅を推進するための事業です。わけても、ロータリー

クラブがポリオ撲滅に深く関与してきた長い歴史を持ち

ますので、本日はこのことにについて簡単にお話を致し

たいと思います。 

国際ロータリーが、1979年にフィリピンの子どもたち

にポリオ予防接種をはじめました。以来、国際ロータリ

ーはパートナー団体とともに懸命に活動を続け、全世界

でポリオの発症数を 99 パーセント減らすことに成功し

ましております。ロータリアンはこれまで、122 カ国、

20 億人以上の子どもたちへのポリオ予防接種を支援す



るなど、この活動と深い関係を維持してきました。 

ご記憶の方も大勢いらっしゃると思いますが、1970年

代まではポリオは日本においても恐い病気の一つでした。

このポリオを世界から撲滅すべく、国際ロータリーでは、

資金集めをしたり、ワクチン投与をしたり、長年にわた

って、ポリオの撲滅に取り組んできました。1985 年に、

国際ロータリーが、ロータリー創始 80周年に当たって、

「ポリオ・プラス計画」を発表したことを受けて、ロー

タリィ・ジャパンが、募金総額 40 億円を最終目標とし

て、1986年 7月から、5年計画のポリオ・プラスの募金

キャンペーンが始めました。日本中のロータリアンの積

極的に取り組み、このキャンペーンが展開されていた

1986年 7月から 1991年 6月までの 5年間で、目標額を

はるかに超える約 49 億円の寄付金を集めることができ

ました。国際ロータリーでは、1989年 6月までの 3年間

をキャンペーン期間としていましたが、この間に目標額

を大幅に上回る米貨 2億 4,700万ドル（約 270億円）を

集めました。 

1988年には、国際ロータリーは、世界保健機関（ＷＨ

Ｏ）、ユニセフ、アメリカ疾病対策センターとともに、世

界ポリオ撲滅推進計画の発足に携わりました。以来、世

界でポリオ感染数は 99％減少し、毎年 35 万件あった感

染は、2012年にわずか 223件にまで減少しました。 

現在も感染が続いている国は、アフガニスタン、ナイ

ジェリア、パキスタンの 3 か国となりました。しかし、

経済のグローバル化が進み、国境を超えて人が行き来を

する現代、ほかの国にもウイルスが流入して感染が広が

る可能性が高まったため、完全な撲滅まで、予断をゆる

さない状況です。 

ロータリアンが力を注いできたポリオ撲滅まで「あと

少し」です。しかし、同時にそのための資金の調達は深

刻な問題です。アイリス・ロータリークラブといたしま

しても「ワールドフード＋ふれ愛フェスタ」に積極的な

協力が望まれるところです。カンボジアの子供達に安全

な水を届けるとともにポリオの撲滅に向け、皆様のご理

解とご協力を期待し、今回のご挨拶とさせていただきま

す。 

 

■ 卓話 

鮑尓吉徳会員（概要） 

公益法人ロータリー米山記念奨学会による奨学事業に

ついて奨学会発行の豆辞典を参考にして解説を行って頂

きました。 

① ロータリー米山記念奨学会の歩み 

② ロータリー米山記念奨学とは 

③ ロータリー米山記念奨学会の財政 

④ 寄付について・寄付に対する表彰 

⑤ 学友会 

上記を中心にご説明頂きました。 

 

■ 本日の会合 

第 4回理事会（12:00～） 

 

■ 幹事報告 

１．10月の例会について 

２．WFF、広島豪雨災害の義援金・東日本大震災の義援

金支援について 

３．メイクアップについて 

４．集合時間について 

５．次回の例会は 10月 8日（水） 

６．次回スピーカーは米山奨学の于咏様、ゲストとして

地区米山奨学委員会副委員長金田英和様をお招きし

ます。 


